
梁
彰
孫
筆

「
山
水
図
」

に
つ
い
て

自

次

一
、
梁
彰
孫
に
つ
い
て

二
、
真
筆
の
可
能
性

三
、
賛
文
の
問
題

四
、
制
作
年
代

五
、
図
様

六
、
む
す
び

七
、
年
譜
（
梁
彰
孫
）

一
、
梁
彰
孫
に
つ
い
て
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梁
彰
孫
は
、
成
宗
十
九
年
ご
凶
八
八
）
に
生
ま
れ
、
仁
宗
元
年
（
一
五
四

五
）
に
没
し
た
。
字
は
大
春
、
号
は
皐
閥
、
誌
は
恵
康
で
あ
る
。
早
く
か
ら
文

章
に
す
ぐ
れ
、
十
三
才
の
と
き
宋
欽
の
門
下
に
入
り
、
中
宗
五
年
二
五
一

O
）、

「
生
員
試
」
に
合
格
し
た
。
中
宗
十
一
年
ご
五
二
八
）
に
は
「
文
科
」
に
及

オて
寸一

プじ

恵、

第
し
、
司
練
院
正
言
を
経
て
、
弘
文
館
校
理
に
就
い
た
。

中
宗
十
四
年
（
一
五
一
九
）
の
「
己
卯
士
禍
」
（
註
1
）
に
巻
き
込
ま
れ
削
職

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
中
宗
二
十
二
年
（
一
五
二
七
）
に
は
成
均
典
籍
・
刑
槽

二
暫
正
郎
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
中
宗
三
十
三
年
こ
五
三
八
）
に
そ
の
職
を

罷
免
さ
れ
た
こ
と
が
「
翠
圃
集
」
巻
四
、
碑
陰
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中

の
槽
市
日
正
郎
に
関
し
て
は
「
中
宗
実
録
」
巻
八
十
八
、
三
十
三
年
戊
成
八
月
の

条
に
も
見
え
、
彼
が
罷
免
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

慾
府
啓
日
、
掛
川
曹
正
郎
梁
彰
孫
、
多
有
惇
倫
之
事
、
不
可
在
朝
列
、
請
速

恒
炉
』
仲
梓
州
、

し
か
し
彼
は
後
の
中
宗
三
十
九
年
（
一
五
四
四
）
に
龍
禅
県
令
に
叙
任
さ
れ
、

仁
宗
元
年
ご
五
四
五
、
没
年
）
に
疾
す
る
を
以
て
官
を
棄
て
る
こ
と
に
な
る
。

宣
祖
十
一
年
（
一
五
七
八
）
に
吏
曹
参
判
が
追
贈
さ
れ
、
仁
祖
八
年
ご
六
三

O
）
に
竹
樹
書
院
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
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盟
2

筆
者
不
詳
「
滞
湘
八
景
図
」
（
部
分
）

15 

図
3 

法
李
上
佐
筆
「
議
橋
尋
梅
図
」

二
、
真
筆
の
可
能
性

本
図
（
図
1
）
は
従
来
か
ら
梁
彰
孫
の
筆
に
よ
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
（
註
2
）
。
し
か
し
文
献
を
見
る
限
り
、
彼
が
絵
を
描
い
た
こ
と
に
関
す
る
記

録
は
見
あ
た
ら
な
い
。
例
え
ば

吋東
国
文
献
」
（
註
3
）
中
の
画
家
編
に
も
彼
に

つ
い
て
の
記
録
は
な
く
、
そ
の
中
の
巻
一
の
湖
堂
篇
に
、

大
春
、
慰
問
、
以
河
子
、
漕
州
入
、
丙
子
科
修
撰
、

と
い
っ
た
記
録
が
見
え
る
。
ま
た
向
巻
三
、
名
臣
篇
の
正
徳
己
卯
土
禍
の
条
に

そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
彼
は
詩
も
よ
く
詠
じ
た
よ
う
で
、
遺

文
集
に
は
数
篇
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
題
画
等
と
し
て
係
わ
っ
て
い
た
か
ど
う
か

は
｛
疋
か
で
は
な
い
、

本
図
が
梁
彰
孫
筆
と
さ
れ
る
理
由
は
、
商
函
右
上
部
に
書
き
記
さ
れ
て
い
る

「
翠
園
寓
」
と
い
う
款
記
に
よ
っ
て
、
筆
画
を
号
と
し
て
い
た
梁
彰
孫
が
作
者

と
し
て
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
図
と
様
式
上
著
し
く
類

似
す
る
、
広
島
県
の
宮
島
大
願
寺
蔵
「
濡
湘
八
景
図
」
扉
風
（
図
2
）
は
、
制

作
下
限
年
の
中
宗
三
十
四
年
（
一
五
三
九
）
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
年
代
は
梁

彰
孫
の
在
世
時
期
に
当
た
る
と
い
う
比
較
か
ら
、
本
図
の
筆
者
と
さ
れ
る
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

本
国
の
作
者
の
手
が
か
り
と
な
る
「
筆
画
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぽ
同
時
期
に

活
躍
し
て
い
た
李
土
佐
が
あ
げ
ら
れ
る
。
｛
子
を
公
祐
、
口
一
勺
を
肇
閉
山
と
し
て
い
た
。

没
年
は
未
詳
で
あ
る
。
本
来
は
奴
鉾
出
身
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
す
ぐ
れ

た
画
技
に
よ
り
、
図
面
署
の
雷
同
県
に
加
え
ら
れ
た
。
伝
李
上
佐
筆
と
し
て
伝
え
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図 1の部分

ら
れ
る
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵
「
松
下
歩
月
図
」
の
地
に
い
く
つ
か
の
作

品
が
信
存
す
る
が
、
確
証
は
な
い
。
こ
の
図
は
馬
遠
系
南
宋
説
体
画
風
を
取
り

入
れ
た
作
風
を
見
せ
て
い
る
。

現
在
、
大
和
文
華
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
溝
橋
尋
梅
函
」
（
図
3
）
は
、
中

国
明
代
の
漸
派
に
範
を
と
っ
た
構
図
や
粗
一
裳
な
筆
法
か
ら
、
李
朝
中
期
、
十
六

世
紀
に
流
行
し
た
様
式
を
窺
わ
せ
る
作
品
と
さ
れ
る
。
こ
の
図
に
は
二
つ
の
印

が
持
さ
れ
て
い
る
。
右
上
の
「
李
上
佐
印
」
と
、
右
下
隅
の
「
馬
遠
」
で
あ
り
、

両
方
と
も
後
印
と
さ
れ
て
い
る
（
註
4
）
。
国
華
二
五
回
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

「
伝
李
上
佐
筆
観
月
図
」
の
解
説
を
見
る
と
、
こ
の
図
が
も
し
日
本
に
伝
わ
っ

て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
馬
氏
一
派
の
手
に
よ
る
も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
と
い
う
意
見
の
よ
う
に
、
上
記
の
大
和
文
華
館
蔵
作
品
が
李
上
佐
筆

あ
る
い
は
馬
遠
筆
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
経
緯
が
わ
か
る
。

李
上
佐
筆
と
し
て
、
他
に
「
雨
中
猛
虎
図
」
と
「
羅
漢
菌
」
が
そ
れ
ぞ
れ
国

華
六
三
四
号
お
よ
び
九
一
一
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
雨
図
と
も
に
同
筆
の
「
翠

瞳
」
が
款
記
さ
れ
て
お
り
、
「
羅
漢
国
」
に
は
「
李
上
佐
印
」
の
白
文
方
印
も
備

わ
っ
て
い
る
（
註
5
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
の
「
山
水
図
」
で
の
「
磐
田
馬
」

と
は
明
ら
か
に
異
な
る
書
体
で
あ
る
。
従
っ
て
本
図
の
作
者
推
定
の
問
題
に
お

い
て
、
李
上
佐
と
は
結
び
付
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

図4

一
一
一
、
賛
文
の
問
題

さ
て
、
も
う
一
つ
の
問
題
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
本
図
の
画
面
右
上
部

に
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
首
の
五
一
一
一
日
詩
（
図
4
）
が
、
果
た
し
て
梁
彰
孫
自
作
の

詩
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
吋
東
田
正
韻
」
を
精
査
し
、

朝
鮮
中
位
の
音
韻
体
系
に
照
ら
し
て
こ
の
二
首
の
五
ヰ
一
一
口
詩
を
観
察
し
た
場
合
、
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押
績
に
か
な
り
の
乱
れ
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
真
実
朝

鮮
国
の
詩
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
い
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

李
朝
の
詩
作
の
典
範
と
し
て
、
十
五
世
紀
ま
で
の
東
国
（
朝
鮮
）
詩
人
の
作

品
集
と
し
て

「
東
文
選
」
が
編
ま
れ
た
。

こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
李
朝
初
期
は、

中
国
趣
味
の
模
倣
的
詩
作
か
ら
脱
皮
し
て
朝
鮮
独
自
の
動
き
を
追
求
し
始
め

た
、
い
わ
ば
漢
詩
創
作
活
動
に
お
け
る
国
風
化
主
義
の
芽
生
え
は
じ
め
た
時
期

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
註
6
）
。
ま
た
一
方
で
は
、
当
時
か
な
り
乱
れ
て
い

た
漢
字
音
体
系
を
整
理
し
、

そ
の
典
範
と
し
て
吋
東
国
正
韻
」
が
編
纂
さ
れ
た
。

し
か
も
詩
作
に
お
け
る
押
韻
や
平
灰
に
対
す
る
意
識
は
か
な
り
厳
格
で
、
ま
た

押
韻
を
楽
し
む
、
「
附
原
韻
（
原
韻
に
附
す
こ
と
い
っ
た
詩
作
趣
味
が
梁
彰
孫

に
あ

っ
た
こ
と
が
、

彼
の
遺
文
集
で
あ
る

宗
子
園
集
」
巻

一
か
ら
も
わ
か
り、

こ
の
よ
う
に
韻
に
着
目
し
た
詩
を
好
ん
で
作
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

吋東
国
正
韻
』
と
は
、
世
宗
二
十
八
年
（
一
四
四
六
）
に
朝
廷
の
権
威
の
も

と
に
編
ま
れ
た、

朝
鮮
で
基
準
と
な
す
べ
き
漢
字
の
韻
を
体
系
化
し
た
書
物
で

あ
る
。
こ
れ
は
同
じ
時
期
に
制
定
さ
れ
た
訓
民
正
音
、
つ
ま
り

ハ
ン
グ
ル
と、

李
朝
の
言
語
政
策
に
お
い
て
車
の
両
輪
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
音
韻
の
面
か
ら
賛
に
つ
い
て
さ
ら
に
細
か
な
分
析
を
加
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る。

し
か
し
中
世
朝
鮮
語
の
音
韻
体
系
に
つ
い

て
は
、
私
の

研
究
の
い
ま
だ
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
従
っ
て
こ
の
問
題
は
今
後
の
課
題
と

し
て
更
に

一
層
の
研
究
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ

で
は
、
前
述
の
よ
う
に
こ

の
詩
が
梁
彰
孫
の
作
で
あ
る
と
な
す
、

そ
の

真
偽
を
検
証
し
て
み
た
い
。

こ
こ
で
、
現
在
梁
彰
孫
の
詩
と
し
て
確
認
で
き
る
、
「
島
ナ
翻
集
い
（註
7
）
所

収
の
も
の
を
対
象
に
し
て
、

押
韻
の
様
相
を
調
べ

て
み
た

い
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
り
梁
彰
孫
筆
「
山
水
図
」

の
賛
の
韻
の
特
徴
の
有
無
を
確
認
し
て
み
よ
う。

ま
ず
、
各
詩
の
押
韻
箇
所
に
傍
点
を
つ
け
検
討
を
試
み
る
。

a 
猶観 秋好
足他 i清去贈
報善 出部 趨
天馬園郭友
恵、郡門、子 出

受Z

之
1T 

b 
春タ 今 不
臼陽因識偶
共芳無騎吟
遅草馬牛
運、路 知、 好

c 
百 笛｛LlJ 斯
年 裏 鶴人次
雲 山 瓢 清 永
水 陽然致思
属 多 不仰亭
人 感記 高 韻
問、概 還、 山、

d
、
又

自
愛
葱
籍
背
後
山

（
前
詩
に
同
じ
く
、
省
略
）

江
流
朝
海
不
曾
還

一
生
芹
曝
犠
君
意

不
但
魚
樵
共
倣
間
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e
、
附
原
韻

草
屋
初
開
江
上
山
（
前
詩
に
同
じ
く
、
省
略
）

江
子
日
日
釣
魚
還

平
生
撞
有
蓋
江
勝

長
謝
天
公
早
出
方
間

欲 i挽離窮聖流宣
抱 趣 懐 途 代 落 曾
孤菊楓不非送江
琴 花 樹 怨 干 齢 海
去稿、外天、禄年、客

令撞百太
公限霊平次
巽碧桑従 i辞
有 l峰麻古珠
此富子宣亭
江 9~：弟 11異議
亭、郭寧、形

g 

タ流江秋
i場落渚風附
愁十 J!!lf鰯申
殺 i'j三然鰯鑑
采｛呉客動 Jll
菱自；藍 1fil~ 奉
歌、髪多、波、 ll普

韻

iヨ

j
、
掛
川
原
韻

江
介
秋
風
起
（
前
詩
に
悶
じ
く
、
省
略
）

客
子
愁
暮
年

凄
凄
封
寒
雨

漠
漠
望
一
長
天

鯖
思
青
楓
外

幽
期
白
鳥
前

残
生
無
限
懐

聯
輿
二
盆
侍

h 
幕頼↑ 民療
年有望郷
新江 家重 要
翠i荷劉落
作江 i格寄
寒上幾鈴
f握、竹程、生、

寓
死
投
南
極
（
前
詩
に
向
じ
く
、
省
略
）

窮
秋
己
八
年

生
渡
齢
自
髪

身
註
府
蒼
天

次
ド｜ヨ

盟主
J 11 
H曽
日せ
自主



江
洲
断
岸
前

橘
亭
相
憶
苦

君
去
好
音
侍

参
差
緑
影
鏡
藍
寒
（
前
詩
に
同
じ
く
、
省
略
）

吉
面
東
一
坂
上
小
欄

某
整
幾
思
童
子
水

此
亭
今
作
老
臣
灘

天
扶
徳
業
能
神
退

地
秘
清
匡
霊
異
観

江
海
元
無
廓
廟
縞

婿
波
朗
日
照
心
肝

昏仁整白鴎風嘗翠
酔居 隻 ： 自蹴吹流壁次
柴 智 蹄 山 清細亭盤 1観
名柴鳥雲波浪子白水
抱公暮幽雪魚爽水亭
鼠能兼更滋成離鏡韻
肝、了観、悦灘、隊欄、寒

m
、遠

遠
源
川
諜
玉
寒
（
前
詩
に
同
じ
く
、
省
略
）

徴
収
竣
流
注
八
亭
欄

秋
光
堀
爽
清
波
月

雲
影
煙
折
白
鷺
灘

幽
興
毎
因
間
鹿
熱

、
澄
欄
聯
着
静
中
観

名
成
勇
退
如
公
少

蹴
得
泳
操
濯
肺
肝

。
、
前
原
韻

危
構
臨
流
夏
亦
紫
、
（
前
詩
と
同
じ
く
、
省
略
）

老
夫
無
臼
不
満
欄

既
停
谷
口
嬰
渓
水

薬
羨
龍
門
八
節
灘

静
影
、
沈
光
虞
可
柴

晴
粧
雨
抹
最
堪
観

千
姿
寓
態
津
迷
限

要
取
清
朝
側
洗
我
肝

19 

n 

p 

道株経林五
肇澗総泉載述
未源志寒優慎
弘流業 月遊
身喜終送只
欲有無残築
老簿、用年、天
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携何観
瀬時書
臨暑久
江退 j務
質沈病
風綱相
熔、去纏、

聯
珠
山
上
月
如
盤
（
前
詩
に
同
じ
く
、
省
略
）

草
樹
無
風
露
気
寒

千
陣
端
雲
津
欲
謹

一
堆
鈴
牒
不
須
看

年
華
更
費
中
秋
勝

客
況
誰
知
此
夜
寛

斑
蹄
又
遵
西
海
縛

指
尖
将
境
蟹
瞬
間
圏

q
、
鳳
棲
棲
用
仙
川
作
斎
韻
奉
口
王
金
侯
玉
汝

水
遠
山
長
地
勢
盤

危
機
飛
起
引
風
寒

最
宜
朱
夏
単
純
坐

一
史
把
晴
山
白
鳥
看

政
拙
催
科
宮
澗
薄

心
勢
撫
字
耕
民
寛

千
竿
緑
竹
金
初
陣

岸
川
相
孤
吟
月
影
陣

一
世
将
身
最
屈
強
（
前
詩
に
同
じ
く
、
省
略
）

明
時
長
作
腐
儒
来
、

半
生
文
字
選
無
頼

盤
嶺
煙
霞
正
好
看

幽
興
毎
国
間
廃
熱

愁
腸
偏
向
碩
人
寛

明
暗
地
主
聞
神
酒

不
覚
庭
梧
館
欲
幽

t
、
附
申
盤
川
次
韻

高
柄
芙
葉
碧
玉
盤
（
前
詩
に
同
じ
く
、
省
略
）

月
侵
池
面
鏡
光
寒

笛
遊
頼
有
五
一
苧
勝

落
田
選
臨
曲
櫨
看

任
却
生
涯
天
所
賦

従
知
方
寸
老
猶
寛

撫
民
但
悦
無
長
策

空
把
孤
琴
意
自
国

τ s
、
附
仙
川
仰
い
煎
原
韻

以
上
の
中
で
、

d
、

e
、
j
、
k
、

m
、

n
、

o
、

r
、

s
、

t
は
そ
れ
ぞ

れ
前
の
詩
と
同
じ
韻
字
を
持
つ
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
は
考
察
の
対
象

に
入
れ
る
必
要
が
な
い
。
梁
彰
孫
の
時
代
、
す
な
わ
ち
十
五
世
紀
後
半
の
朝
鮮

に
は
す
で
に
奉
教
撰
の
吋
東
国
正
韻
い
が
あ
り
、
朝
鮮
漢
字
音
の
音
韻
体
系
の

整
備
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
従
来
通
り
の
中
国
の
韻
書
が
詩

作
界
を
支
配
し
て
い
た
。
し
か
も
十
五
世
紀
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
近
古
音
で



は
な
く
、
随
唐
以
降
の
中
古
音
に
拠
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
梁
彰

孫
詩
の
韻
を
点
検
す
る
た
め
に
は
「
東
国
正
鵠
〕
お
よ
び
中
国
中
古
音
と
の
完

全
な
対
照
作
業
が
必
要
と
な
ろ
う
。
よ
っ
て
、
ま
ず
対
照
表
を
作
成
し
て
み
た
。
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寒
（
平
）

J
L
F
m
〕
（
平
）

圏

このようにみると、梁彰孫の詩に対して次のことが指摘できる。

I、「東国正韻」の音を基準にみた場合（文音を勘案しても）、中

声・声調ともに一致せず、この韻に拠っているとは認められない。

2、中国中古音では韻も平灰も一致する。

3、もちろん道干間集』所収の詩を見る限りにおいてではあるが、

押韻字の平灰はすべて平声である。これにより梁彰孫の詩作上

での癖がわかる。すなわち、平声の韻を得意としたということ

ができよう。

こうした、梁彰孫詩の特徴と梁彰孫筆「山水図」費の二編の詩と

を比べてみよう。

－前乙: 詩甲

通塑 来廻催 l鶏 押韻字

東 東 灰灰灰灰

国古音中中平平 平平平平

←」ー

・l 斗斗J1-l 
東i君

0 0 

rーー、 「ー「
「A一『「l ~一1、「0ー「1 「aー「l 

~」OーO」 '---1 」占」」『」」ー」

正韻

平 平 平平平平

文法 又去
の
2日2乙

こ
の
よ
う
に
、
｛

E

東
国
正
韻
」
に
拠
っ
た
押
韻
は
認
め
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
中

国
中
古
音
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
も
そ
こ
に
は
平
声
の
癖

が
現
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
瞭
然
と
し
て
梁
彰
孫
筆
「
山
水
図
」
賛
は
民
子
園
詩
の

上
記
三
ヶ
条
の
特
徴
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
に

よ
っ
て
、
筆
者
は
、
梁
彰
孫
筆
「
山
水
図
」
賛
が
撃
圏
梁
彰
孫
の
作
で
あ
る
と

判
断
す
る
の
で
あ
る
。

四
、
制
作
年
代

本
図
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
安
輝
溶
氏
は
、
梁
彰
孫
が
己
卯
士
禍
に
係
わ
っ

て
削
職
さ
れ
た
後
に
、
故
郷
の
綾
城
県
に
撃
薗
堂
を
作
り
、
費
居
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
、
中
宗
十
六
年
二
五
一
一
）
か
ら
仁
宗
元
年
（
一
五
四
五
）
の
間

に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
（
註

8
）。

し
か
し
記
録
に
よ
れ
ば
、
己
卯
士
禍
に
よ
る
削
職
以
後
、

彼
は
中
宗
二
十
二

年
（
一
五
二
七
）
に
再
び
官
職
に
就
い
て
お
り
、
中
宗
三
十
三
年
（
一
五
三
八
）

に
罷
免
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
中
宗
三
十
九
年
（
一
五
四
四
）

に
は
龍
揮
県
令
に
叙
任
さ
れ
て
い

る
。
本
図
が
隠
居
中
に
制
作
さ
れ
た
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
年
代
は
中
宗
三
十
三
年

（
一
五
三
八
）
か
ら
中
宗
三
十
九

年
（
一
五
四
四
）
の
問
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
図

様

李
朝
初
期
の
画
壇
に
強
力
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
人
物
と
し
て
は
、
十
五
世
紀

ア
ン
ポ
ョ
ン

を
活
躍
期
と
し
て
い
た
安
竪
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

安
輝
溶
氏
は
、
北
宋
代
に
確
立
し
た
郭
照
派
を
基
に
し
、
南
宋
院
体
画
風
を



部
分
的
に
受
容
し
な
が
ら
画
風
を
形
成
し
て
い
っ
た
所
】
謂
、
安
堅
派
画
風
に
つ

い
て
の
論
述
の
中
で
、
安
竪
の
唯
一
の
真
作
で
あ
る
世
宗
二
十
九
年
ご
四
四

七
）
作
「
夢
遊
桃
源
図
」
（
奈
良
・
天
理
大
学
図
書
館
蔵
）
（
図
5
）
に
、
李
朝

初
期
に
流
行
し
た
安
堅
派
画
風
の
い
く
つ
か
の
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
る
（
註
9
）
。
ま
ず
画
面
構
成
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
塊
と
し
て
散

ら
ば
っ
て
い
る
題
材
の
群
が
集
合
し
、
一
つ
の
－
調
和
さ
れ
た
総
体
を
な
し
て
い

る
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
点
は
中
日
出
踊
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
有
機
的
連
結
性

と
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
岩
や
山
等
の
要
素
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
自
体
の
形
態
よ
り
は
水
平
・
垂
直
間
の
対
照
お
よ
び
斜
線
運
動
と
一
一
一
一
口
い
得

る
効
率
的
表
現
を
通
じ
て
画
面
に
雄
大
さ
を
表
わ
そ
う
と
し
て
い
る
点
も
一
つ

の
特
徴
と
言
え
る
の
で
、
北
宋
代
の
画
風
に
見
え
る
よ
う
に
主
山
を
雄
大
か
っ

敬
畏
的
な
表
現
を
以
て
記
念
碑
的
効
果
を
意
図
し
て
い
た
の
と
は
明
ら
か
に
異

な
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
特
徴
は
伝
安
堅
筆
と
さ
れ
る
「
四
時
八
景
図
」

（
十
五
世
紀
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵
）
や
「
滞
湘
八
景
図
」
（
十
六
世
紀
前

半
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵
）
等
の
作
品
群
と
、
本
論
の
梁
彰
孫
作
を
は
じ

め
十
六
世
紀
の
作
品
群
に
継
承
さ
れ
て
い
く
も
の
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
本
図
を
梁
彰
孫
筆
と
す
る
観
点
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ば
、
初
期
に
お

い
て
成
立
し
た
安
堅
派
画
風
は
画
院
画
・
文
人
余
技
画
を
問
わ
ず
李
朝
前
期
を

代
表
す
る
画
風
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
細
部
の
筆
致
・
表
現
等
は
別
に
せ

よ
、
本
図
も
そ
の
系
列
の
中
に
属
す
る
十
六
世
紀
の
代
表
作
と
言
う
べ
き
で
あ

ス
ソ
ぷ
ノ
。
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し
か
し
果
た
し
て
本
図
を
李
朝
初
期
か
ら
の
画
風
的
流
れ
に
お
く
だ
け
で
充

分
で
あ
ろ
う
か
。
本
国
に
は
、
い
う
な
ら
ば
珍
し
く
賛
文
が
書
き
一
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
賛
文
の
趣
は
隠
逸
的
な
十
四
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が

あ
る
。
つ
ま
り
李
朝
水
墨
画
と
い
え
ど
も
そ
の
中
に
は
高
麗
時
代
の
画
界
を
引

き
継
ぐ
も
の
と
し
て
の
一
面
が
あ
る
こ
と
を
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
文
集
等
、

文
献
に
よ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
「
山
水
画
」
、
「
題
詩
」
、
「
賛
」
等

を
通
じ
て
、
す
な
わ
ち
失
わ
れ
た
絵
の
存
在
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て

文
献
中
の
画
賛
の
傾
向
に
お
い
て
も
本
図
で
の
よ
う
な
隠
逸
を
表
す
も
の
が
多

い
。
や
や
横
道
に
走
り
つ
つ
論
ず
る
と
し
て
も
、
高
麗
山
水
画
の
存
在
を
仮
定

し
た
場
合
に
、
水
墨
画
を
中
心
と
し
た
「
水
墨
（
淡
彩
）
山
水
」
で
あ
る
の
か
、

あ
る
い
は
「
真
彩
山
水
」
で
あ
る
の
か
、
そ
の
問
題
が
生
ず
る
。

李
東
州
氏
は
そ
の
問
題
に
つ
い
て
、
高
麗
時
代
の
作
品
が
あ
る
な
ら
ば
真
彩

山
水
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
註
叩
）
。

ン
ミ
ン
ワ
ン

現
に
伝
わ
る
伝
恭
慰
王
筆
「
天
山
大
掛
図
（
残
片
こ
や
同
筆
の
「
陰
山
大
鑑

図
（
残
片
）
」
（
註
日
）
、
そ
し
て
「
出
磁
留
」
（
註
ロ
）
等
は
ま
さ
に
い
わ
ゆ
る

真
彩
山
水
つ
ま
り
彩
色
画
と
し
て
日
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
一

方
、
伝
李
野
賢
二
二
八
七
年
（
J

一
三
六
七
年
）
筆
「
縞
馬
渡
江
図
」
（
図
6
）

（
註
日
）
の
場
合
は
両
方
を
兼
備
し
た
作
品
で
あ
る
。
剥
落
し
た
部
分
が
あ
る

が
、
真
彩
・
彩
色
と
い
う
も
の
は
騎
乗
人
物
、
馬
等
に
集
中
的
に
施
さ
れ
、
岩

壁
、
土
技
、
樹
木
等
は
明
ら
か
に
水
墨
で
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
技
法
に
お

い
て
、
折
衷
的
な
函
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
図
を
通
じ
て
、
山
水
表
現
に
お
い
て

彩
色
か
ら
水
墨
へ
と
移
行
し
て
い
く
過
程
が
窺
え
る
と
い
え
よ
う
。

一
品
麗
水
墨
画
の
様
相
を
示
し
て
い
る
文
献
を
見
る
と
、
例
え
ば
「
奉
和
田
心
題

西
宇
錬
師
山
水
図
」
の
「
題
詩
」
の
中
の
（
註
日
）

蓋
山
須
蓋
華
血
（
哉

骨
一
一
軍
水
須
極
捨
漠
東

胸
中
丘
部
一
自
際
問

揮
沼
墨
妙
精
難
窮
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国 5 安堅筆「夢遊桃源図J（部分）

図6 伝李費賢筆「騎馬渡江図J



我
家
有
屋
松
山
下

此
臨
悦
盟
三
韓
中

自
縁
遊
子
遠
在
望

白
雲
日
日
生
晴
峰

ま
た

「牧
偲
詩
藁
い
、
「
奉
題
玄
陵
親
筆
賜
明
ノ
密
直
虎
秋
山
水
図
」
（
註
日
）
に

お
け
る
、秋

光
淡
似
詩

碧
天
雲
去
識

平
野
水
流
選

無
路
尋
虞
隠

白
駒
誰
川
政
維

と
い
っ
た
表
現
か
ら
、
こ
れ
ら
の
図
は
水
墨
山
水
図
で
あ
っ
た
と
想
定
す
べ
き

で
あ
ろ
う。

25 

以
上
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
高
鹿
山
水
画
に
は
水
墨
と
彩
色
と
の
こ

つ
の
流
れ
が
あ
っ
て
、
特
に
水
器
一
山
水
図
の
場
合
は
賛
文
と
密
接
な
係
わ
り
を

所
持
し
な
が
ら
作
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
賛
文
の
趣
と
の
関
連
性
か
ら
、
本
論
の
梁
彰
孫
作
が
高
麗
山
水

画
の
流
れ
の
中
に
属
し
な
が
ら
も
、
様
式
的
に
は
李
朝
前
期
の
典
型
的
な
も
の

を
取
り
入
れ
て
捕
か
れ
る
に
至
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ

で
日

・
朝
、
特
に
高
麗
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
鈴
木
敬
氏
の
論
述
は
興

味
深
い
（
註
同
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
先
学
が
示
唆
し
た
よ
う
な
日
本
と

高
麗
の
絵
画
史
上
の
密
接
な
関
係
に
触
れ
、
当
時
の
情
勢
か
ら
高
麗
は
日
本
以

上
に
強
く
元
代
絵
画
こ
と
に
華
北
系
山
水
画
風
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
と
に
、
応
永
期
山
水
画
の
多
く
が
元
代
の
李

・
郭

一郎山
水
面
に
近
似
す
る
と

い
う
事
実
は
、
元
上
品
麗
！
日
本
と
い
う
絵
画
史
上

の
流
れ
を
設
定
す
る
こ
と
が
無
謀
な
試
み
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
と

言
及
し
て
い

る。

こ
こ
で
本
図
に
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、
契
会
図
を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

安
輝
溶
氏
は
李
朝
初
期
に
お
い

て
士
人
達
が
親
睦
会
を
開
き
、
画
工

を
し
て
そ
れ
を
描
か
せ
、
そ
こ
に
賛
詩
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
契
会
図
」
が
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
註
口
）
。

「
文
人
契
会
」
は
高
麗
時
代
か
ら
始
ま
り
、
李
朝
時
代
に
お
い

て
大
い
に
流

行
し
て
い
く
（
註
凶
）
。
そ
し
て
そ
の
産
物
が

「契
会
図
」
な
の
だ
が
、
形
式
的

に
は
李
朝
中
期
以
降
、
「
契
軸
」
と
し
て
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
た。

確
か
に
本
一
凶
の
画
面
中
央
、
丘
状
の
岩
盤
に
座
す
る
人
物
配
置
（
図
7
）
は

「契
会
図
」
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
題
材
で
あ
る。

ま
た
人
物
の
描
与
に
お
い
て

も
契
会
図
の
そ
れ
と
甚
だ
近
似
し
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
ち
な
み
に
契
会

図
の
体
裁
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
み
よ
う
。
概
ね、

契
会
の
名
称
を
表
す
標

題
を
画
一
向
上
部
に
書
き
、
そ
の
下
に
契
会
の
場
面
を
図
示
す
る
。
さ
ら
に
下
段

部
に
は
参
加
者
達
の
人
的
事
項
を
記
録
し
た
座
自
が
備
わ
る
の
が
常
で
あ
っ

た
。
契
会
図
の
形
式
や
表
現
描
写
も
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
漸
次
変
わ
っ
て
い

く
。
本
図
に
は
、
い
わ
ば
契
会
図
的
な
描
写
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
岩
上
に
座
す
る
人
物
群
は
、
例
え
ば
文
清
の
作
品
（
註
悶
）

を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
作
品
に
も
散
見
し
て
お
り
、
本
図
を
契
会
図
と
し
て

扱
う
よ
り
は、

む
し
ろ
定
着
し
た
こ

の
よ
う
な
人
物
描
写
の
扱
い
が
、

契
会
図

の
形
式
に
符
合
す
る
も
の
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
契
会
図
と
詩
画
軸
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

一
つ
加
え
て
お
き
た
い
。
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函 lの部分

日
本
に
お
け
る
詩
画
軸
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
持
代
の
様
々
な
様
椙
を
背
景

と
し
て
台
頭
し
て
き
た
。
そ
の
背
景
と
は
、
五
山
文
学
の
盛
行
と
と
も
に
、
引

い
て
は
隠
逸
の
意
識
、
儒
学
観
と
係
わ
る
現
実
と
の
葛
藤
な
ど
で
あ
ろ
う
。
室

町
時
代
、
と
り
わ
け
前
期
の
誌
画
軸
が
、
宗
教
面
に
お
い
て
、
ま
た
文
化
面
に

お
い
て
様
々
な
要
菌
が
背
後
に
交
差
し
な
が
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
と
い

え
る
の
に
対
し
、
李
朝
時
代
は
排
仏
崇
需
を
建
て
前
の
政
策
と
し
、
中
央
集
権

的
社
会
を
形
成
し
て
い
っ
た
時
代
的
な
違
い
が
あ
る
。
李
朝
で
は
崇
儒
政
策
に

よ
り
、
仏
教
だ
け
で
な
く
、
前
代
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
茶
道
、
正
式
に
は
「
茶

礼
」
と
い
わ
れ
た
も
の
ま
で
が
、
廃
れ
て
し
ま
っ
た
（
註
却
）
。

李
朝
時
代
に
お
け
る
「
契
会
」
と
は
国
家
政
策
の
た
め
に
外
国
使
節
の
接
待

等
公
式
的
な
場
合
を
除
い
て
、
廃
れ
る
に
至
っ
た
茶
礼
の
文
入
者
層
に
お
け
る

遊
楽
の
一
変
形
と
し
て
の
性
格
が
加
わ
っ
て
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ

た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

特
に
使
節
の
接
待
お
よ
び
公
式
の
茶
礼
の
際
に
は
、
絵
を
描
か
せ
、
贈
る
と

い
っ
た
例
が
記
録
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
契
会
図
と
詩
画
軸
と
に
は
栢
通
ず
る
一
面
が
あ
っ
た
と

い
〉
え
ト
で
つ
。

従
来
よ
り
本
図
と
「
竹
斎
読
書
図
」
（
図
8
）
（
伝
舟
文
筆
、
文
安
田
年
、
一

四
四
七
、
東
京
毘
立
博
物
館
蔵
）
と
の
類
似
性
は
し
ば
し
ば
問
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
類
似
性
と
は
画
面
様
式
の
み
な
ら
ず
、
賛
文
に
お
い
て
も
相
通
ず
る
も
の

が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
詩
画
軸
の
賛
文
の
一
特
質
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
穏
逸

性
が
本
図
で
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
加
え
る
な
ら
ば
、
本
国
の

賛
文
と
「
竹
斎
読
書
図
」
で
の
村
庵
霊
彦
の
賛
文
の
図
様
構
成
の
題
材
に
対
す

る
、
そ
れ
ぞ
れ
両
図
の
位
置
関
係
も
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
察
せ
ら
れ

λ
u
o
 

図7



図
8 

伝
周
文
筆
「
竹
斎
読
書
囲
」
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梁
影
孫
あ
る
い
は
先
行
す
る
安
堅
一
郎
等
と
、
日
本
の
周
文
に
お
け
る
係
わ
り

に
つ
い
て
の
松
下
隆
章
氏
の
論
考
は
注
自
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
註
泣
）
。
要
す

る
に
周
文
様
式
の
変
化
を
探
る
場
合
、
宋
元
の
続
体
画
風
だ
け
で
は
語
り
尽
く

せ
な
い
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
氏
は
つ
ま
り
宋
元
様
式
と
異
な
る
構

図
の
立
て
方
は
明
ら
か
に
朝
鮮
画
風
の
摂
取
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し

て
同
時
期
に
お
け
る
両
屈
の
画
壇
が
と
も
に
中
国
断
江
省
の
地
方
画
家
の
作
品

の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
。
た
と
え
周
文
の
活
躍
照
に
お
け
る

朝
鮮
画
の
伝
存
作
品
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
し
て
も
、
高
麗
末
十
字
朝
初
期
の
山
水

画
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
二
つ
の
作
品
を
例
に
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一

山
一
寧
（
文
保
元
年
、
二
一
二
七
没
）
賛
「
平
沙
落
雁
図
」
（
個
人
蔵
）
お
よ
び

絶
海
中
津
（
応
永
十
二
年
、
一
回

O
五
没
）
賛
「
山
水
図
」
（
京
都
・
相
国
寺
蔵
）

が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
ず
、
前
者
の
作
品
に
捺
さ
れ
て
い
る
「
思
堪
」
印
と
朝
鮮

側
宮
人
・
偶
者
達
と
の
係
わ
り
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
印
文
に
関
し
て
は
、
結

び
付
け
る
べ
き
証
拠
が
な
い
と
は
い
え
、
こ
の
図
に
つ
い
て
、
画
題
か
ら
考
え

て
予
想
さ
れ
る
平
遠
山
水
の
構
図
を
と
ら
ず
、
前
景
の
平
か
な
景
か
ら
次
第
に

中
景
、
遠
景
へ
と
左
右
に
高
い
蜂
崖
を
描
き
つ
つ
奥
深
く
進
む
高
く
奥
行
の
あ

る
構
閣
を
と
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
後
者
の
山
水
図
に
つ
い
て
は
、

上
記
「
平
沙
落
雁
図
」
の
特
徴
が
、
こ
の
図
に
お
い
て
も
見
出
せ
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
絶
海
中
津
賛
の
山
本
の
遠
近
感
の
あ
る
構
図
に

も
共
通
し
、
や
が
て
李
朝
初
期
の
山
水
画
家
玄
調
子
安
竪
や
、
や
や
お
く
れ
る

梁
彰
孫
の
山
水
面
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の

構
図
法
は
李
朝
山
水
の
基
本
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
間
文
の
渡
鮮
時
の
基
本

的
な
構
図
と
思
わ
れ
る
馬
遠
様
山
水
の
近
景
的
な
構
図
と
は
著
し
く
異
な
る
も

の
で
あ
る
と
論
述
し
て
い
る
。

六
、
む
す
び

本
図
に
つ
い
て
は
賛
文
・
制
作
者
に
対
す
る
問
題
点
が
あ
り
、
藍
ち
に
解
決
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し難く、今後の課題とせざるを得ない。制作時期についても同様で

はあるが、本図を梁彰孫筆とするならば、この留はまさに隠遁生活

の中での作者の心情・風情を表した作品であるといえよう。ここに、

室町詩画紬と賛文の内容や構図面での接点を持ちながらも、制作状

況においては異なる点が明らかにされる。つまり室町詩画軸が隠逸

への憧れを主題に描かれ、鑑賞されたものが数多くあったのに対し、

本図は隠逸の生活の実践による産物であると言えるのである。

本図と契会図との関係についてはすでに述べたとおりであるが、

さらに次のような図式が立てられるのではないかと考える。

詩軌画 ‘E 

ヰニ2ョ二

日IJ

トー一一一一一一一一一

契図ι 宜
ィー 詰画4面H － 

朝
鮮

つ
ま
り
日
本
側
で
は
室
町
期
の
産
物
と
し
て
詩
画
軸
が
流
行
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
朝
鮮
側
で
は
詩
画
軌
と
い
う
形
式
が
契
会
図
の
展
開
過
程
の
基
に

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
註
泣
）
。
契
会
図
の
臨
問
形
式
は

前
述
し
た
よ
う
に
探
題
、
場
面
描
写
、
座
自
の
三
段
構
成
に
よ
る
の
が
通
例
で

あ
る
。
こ
れ
に
加
え
画
面
中
段
、
す
な
わ
ち
場
面
描
写
の
余
臼
の
と
こ
ろ
に
賛

が
書
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
中
宗
三
十
五
年
（
一
五
回

O
）
作

の
「
額
垣
契
会
図
」
（
国

9
）
（
筆
者
不
詳
、
個
人
蔵
）
で
は
士
大
夫
文
人
で
あ
っ

ソ
ン
セ
チ
ャ
ン

た
成
世
昌
（
成
宗
十
二
年
、
一
回
八
一
（
）
明
宗
三
年
、
一
五
四
八
）
が
賛
を
賦

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
註
お
）
。
特
に
こ
の
図
は
「
古
画
備
考
』
「
朝

鮮
書
画
伝
」
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
蘇
彦
謙
（
成
宗
十
七
年
、
一
四
八
六

i
明

宗
十
七
年
、
一
五
六
二
）
筆
山
水
図
と
図
柄
が
酷
献
し
て
い
る
点
で
注
目
に
値

チ
ョ
ン
フ
ァ
ン

す
る
c

ま
た
、
時
代
は
遅
れ
る
け
れ
ど
も
、
鄭
桟
（
一
七
三
七

i
？
）
筆
「
易

安
鵠
寿
席
詩
会
国
」
（
図
日
）
（
個
人
蔵
）
は
、
示
唆
を
与
え
る
作
品
で
あ
る
。

こ
の
閣
の
上
段
部
に
は
「
易
安
龍
寿
席
詩
軸
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
下
段
部
に

は
契
会
図
的
な
場
面
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。

詩
画
軸
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
の
扱
い
方
に
は
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
図
は
詩
画

軸
・
契
会
図
両
者
と
も
に
示
唆
を
与
え
る
作
品
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

七、年譜（梁野孫）

（凶八八 成* 九年I 
（暦酒 度年

プし 月

生出 容内

事関連記等

碑陰記
所出



図
9 

筆
者
不
詳
「
譲
店
一
契
会
図
」
（
部
分
）
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図
10 

鄭
桟
筆
「
易
安
富
士
苛
席
詩
会
理
」



30 

（一五－ 7イ中Jミ 一へ一 方中ミ
一五 君山

（一 燕君山 （一 燕君山 （ 成刀て （ 成刀て

五五
九九四 五年

九四 三

九四）四 二九h何！－ 一

四二
一一 一年 8 六年 九十
六年 。 七年

）年

求を 文科 生 驚か 宋欽

僧逐異をJ; ノ
期l 土白巧一

見容
員 明

むに しと に bこ
態のな な める ？理生 名zうま

魁
る る ナこ

遺事（ の 知ら り 天

桔朱！ 

進士越光剖l

難品

燕君山は 学請ずをそ、？ 

れ

「f状7 有称輩Gあり事
学尊のを

る

状「行 善然之悪問九と
,5; 

状「行f也 親交始のるま

行状 五の
経集山 り年才

f状」「7 理懇尭舜0) 

とは

イ状他了経集Ill な 彼を
行状 遺事

経集Ill ）す し

て

（中
一一 刀て

五 十

七 年

（中
一一 万て

五十

八年

十

中
宗
巻
三
十
二
〕

可
諌
院
正
言
と
な
る

寒
微
よ
り
出
ず
／
力
学
登
第
／

（
史
臣
）

（
官
職
）

イー

中
宗
巻
三
十
」

李
誠
彦
問
題
で
朝
議
／
彰
孫
の
公
論
の
是
非
／
梁

彰
孫
の
開
直
さ

（
鄭
光
弼
、
申
用
概
、
崖
淑
生
、
金
詮
、
申
光
漢
）

（
朝
議
／
反
正
／
公
論
越
光
祖
、
南
衰
）

「
王
朝
実
録
中
宗
巻
三
十
）

司
諌
院
正
言
た
り
／
洪
景
諜
承
政
院
副
承
旨

中
宗
十
二
年
、
十
一
記
事
と
重
複

（
洪
景
課
、
李
若
泳
）

「
王
朝
実
録

「
王
朝
実
録

中
宗
巻
三
十
二

誠
心
を
以
て
択
人
す
べ
き
を
主
張

（
表
度
輩
、
申
光
漢
）

（
朝
議
／
択
人
論
）吋

王
朝
実
録
中
宗
巻
三
十
二

宮
員
の
資
質
論
を
説
く
も
王
は
容
れ
ず

（
沈
貞
、
手
減
）

（
職
務
遂
行
／
人
物
論
）

「
王
朝
実
録
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中
宗
一
四
年

ご
五
一
九
）

四

犠
牛
白
死
の
変
に
祭
法
を
説
く

（李
h

付
、
金
揚
震
）

（
異
変
／
宗
廟
）

吋
王
朝
実
録
中
宗
巻
三
十
二
」

災
奥
多
き
を
憂
い
権
章
一
を
お
さ
え
愛
民
を
説
く

（
皇
甫
規
、
申
用
紙
）

（
権
重
権
門
／
公
論
）

吋
王
朝
実
録
中
宗
巻
三
十
二
」

金
提
を
擢
用
す
べ
き
を
説
く

（
安
増
、
金
克
、
李
若
泳
、
金
品
）

（
人
物
論
／
択
人
論
）

吋
王
朝
実
録
中
宗
巻
三
十
こ
い

議
政
府
門
司
諌
院
門
に
彰
孫
ら
を
認
す
る
矢
書

（
金
浄
、
組
光
砲
、
李
杯
、
金
安
田
、
申
光
漢
）

（
妬
み
）

｜国五｝＼ :h 

「
王
朝
実
録
中
宗
巻
一
ニ
十
四
」

各
曹
正
郎
佐
郎
ら
と
昭
格
署
の
寵
止
を
説
く

（
李
若
泳
）

（
昭
槙
署
／
郎
官
）「

王
朝
実
録

中
宗
巻
三
十
四
」

イー

南
衰
ら
越
光
祖
等
の
謀
を
啓
す

「
行
状
』

（中
刀て

五十
一一 I¥ 

一年

中
宗
二
十
二
年

（
一
五
二
七
）

（ヰI

一一刀＝
五二

三八
）年

中
宗
三
十
二
年

（
一
五
三
七
）

（中
一一 刀て

五三
三十
八三
）年

十

己
卯
士
禍
で
の
）
返
失
罪
科
を
質
さ
る

己
卯
士
禍
／
付
標
／
議
／
罷
）

「
王
朝
実
録
中
宗
巻
三
十
七
』

宮
舜
削
奪
、
越
光
祖
と
永
訣
、
己
卯
の
士
禍

（
経
山
集
は
綾
城
の
旧
居
に
帰
る
と
な
す
）「

行
状
」

中
条
山
下
の
双
峰
里
の
小
渓
の
ほ
と
り
に
小
堂
を

築
き
終
日
対
書
持
敬

「
行
状
」

成
均
典
籍
別
礼
二
曹
正
郎
を
拝
す

「
碑
陰
記
」

官
に
叙
せ
ら
る
る
も
出
で
ず

「
行
状
』

再
三
召
さ
れ
る
が
出
で
ず

（
た
だ
翌
年
の
実
録
の
記
事
で
は
宮
途
に
あ
っ
た

よ
う
に
も
見
え
る
）

「
行
状
』

)¥ 

司
憲
府
は
惇
倫
を
責
め
朝
列
に
存
る
べ
か
ら
ず
と

な
す

「
王
朝
実
録

中
宗
巻
三
十
一
ニ
」
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一五（四 仁宗元年
一（一 刀中主

五三

~四E 十年九五

/¥ 

没 遡f太学儒ヨiミ 龍漕人県TJ 

v」~ 

叙
せ

復議爵のを

ら
る

ま
も

I;, な
ブ巳

f状』「T棄官帰家しく

さ

『行状 「行状 る

註李
朝
時
代
に
お
け
る
士
禍
の
一
つ
。
中
宗
十
四
年
（
一
五
一
九
）
十
一

月
に
、
南
衰
・
沈
貞
・
洪
景
舟
等
勲
旧
宰
相
が
趨
光
祖
・
金
浮
・
金
淀
等
、

若
い
士
大
夫
達
を
追
い
出
し
、
あ
る
い
は
流
刑
に
処
し
た
事
件
で
あ
る
。

（2
）
紙
本
墨
画
淡
彩
、
八
八
・
二
一
×
四
六
・
七
セ
ン
チ
、
韓
国
国
立
中
央
博

ηJL子
斗

K
L

M
ポ
ド
ぬ
洲
市
川

左
止

ヰ
ペ
ー家

住
清
江
上

晴
朗
日
々
関

誰
村
林
影
辺

部
立
国
白
出

事

P
J
I－
－
L

判
hv
、V｛
f
ι
l

客
梓
随
榔
泊

凸
日
1

コhAUF
－
司
J
司
川
三

日
以
ル
川
知
れ
合
併

M
A

遥
知
事
一
上
客

懸
魚
看
山
来

江
潤
飛
塵
隔

灘
喧
俗
語
韓

漁
舟
莫
来
往

恐
輿
世
相
通
去

（3
）
従
来
か
ら
こ
の
文
献
の
記
録
が
梁
彰
孫
の
画
事
に
係
わ
っ
た
こ
と
を
記

す
唯
一
の
史
料
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
東
洋
文
庫
蔵
（
木
版
本
）
本

を
見
る
限
り
で
は
見
あ
た
ら
な
い
。

（4
）
吋
大
和
文
華
館
所
蔵
品
図
版
目
録
i
八
、
絵
画
・
書
跡
（
中
国
・
朝
鮮
篇
）
」
、

一
九
八
八
年

（5
）
「
国
華
」
六
三
四
号
こ
九
四
三
年
）
、
同
九
一
一
号
（
一
九
六
八
年
）

（6
）
民
族
文
化
推
進
会
、
一
九
六
八
年

（7
）
文
集
編
纂
委
員
会
、
景
仁
文
化
社
、
一
九
八
九
年
影
印

（
8
）

〉

｝

5
2
t
i
i〕。
2
プ

E
J
｛J

君
。
一
ハ
。
「
め
山
コ
戸
山
口
（
｝
印

n
m℃
め

m
v
N
二
五
百
ぬ
ω

C
内

庁

7
0

で一寸

ω門
戸
丘
町
O
｛
予
め

H
h
x
y
h
2
d
g「
六
J

一ハ
O
叶
内
山
内
目
〕

O
C
「
円
高
一

u

〈
O
一、日

h
r
Z
0・

N

（
明
。

σ「
C
m
w
「
v
f

日
一
ぷ
出
）

（9
）
安
輝
溶
、
吋
韓
国
絵
画
史
町
一
志
社
、
一
九
八

O
年

（
印
）
李
東
洲
、
一
－
韓
菌
絵
画
史
論
」
、
悦
話
堂
、
一
九
八
七
年

（
日
）
「
天
山
大
掛
図
」
、
一
四
世
紀
中
葉
、
絹
本
墨
画
淡
彩
、
二
四
・
五
×

2

ー
・
八
セ
ン
チ
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵

「
陰
山
大
掛
図
」
、
一
回
世
紀
中
葉
、
絹
本
墨
画
淡
彩
、
二
六
・
一
ゥ
二
四

セ
ン
チ
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵

（
ロ
）
「
出
掛
図
」
、
高
随
時
代
、
絹
本
墨
画
淡
彩
、
二
一
×
二
五
セ
ン
チ
、
韓

国
国
立
中
央
博
物
館
蔵
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（
日
）
「
騎
馬
渡
江
図
」
、
一
四
世
紀
中
葉
、
絹
本
墨
画
淡
彩
、
二
八
・
八
×
四

三
・
九
セ

ン
チ
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵

（H
）
吋
東
文
選
』
巻
之
八
、

（
日
）
「
牧
隠
詩
葉
」
巻
之
二
十
五
、

（
日
）
鈴
木
敬
、
「
日
本
の
山
水
画
！
中
図
面
の
受
容
と
指
否
i
」
？
二

i
ジ

ア
ム
」
コ
二
三
号
、
一
九
七
七
年

（
げ
）
安
蜘
浦
、
前
崎
醤

（
凶
）
最
初
の
も
の
と
し
て
は
、
佳
鴻
（
仁
宗
十
三
年
、
一
二
二
五

i
直
宗
七

年
、
一
一
二
二
の
海
東
嘗
老
会
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
墜

明
斎
記
」
（
吋
東
文
選
」
巻
之
六
十
五
）
等
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
墜
明
斎
記
」

性
皆
以
長
生
久
視
之
術
、
馬
可
的
学
、
非
也
、
夫
神
仙
者
流
、
吸
風
飲
館
、

揮
斥
八
極
、
而
外
患
莫
得
侵
、
故
其
詩
興
天
地
相
終
始
、
是
宣
枯
楠
忍
飢
、

茄
芝
採
求
者
、
一
所
能
得
到
邪
、
蓋
喬
松
期
老
之
骨
、
蓬
蟻
不
世
之
集
、
皆

得
於
自
然
、
不
興
欝
期
市
寄
乃
白
至
耳
、
且
即
物
以
観
之
、
世
之
所
諮
久

市
不
朽
者
、
金
玉
民
最
、
在
泥
不
閥
、
投
火
不
灰
、
其
剛
一
被
不
移
之
質
、

宣
輿
夫
臭
銅
死
鍛
、
一
概
視
之
郡
、
植
物
之
欝
者
、
英
如
松
栢
也
、
雨
露

之
所
護
、
日
夜
之
所
息
、
輿
草
木
皆
岡
、
至
於
泳
霜
裂
地
、
猫
也
青
青
、

一
色
而
不
盤
、
此
宣
朽
壌
之
乏
問
、
所
能
努
探
哉
、
抑
亦
鱗
虫
羽
族
之
需

者
、
亀
鶴
田
疋
己
、
従
胎
而
化
、
向
日
而
吸
、
其
鳴
之
遠
也
可
以
聞
於
天
、

其
骨
之
軽
也
可
以
巣
於
蓮
、
此
非
尋
常
魚
烏
口
叩
讃
匹
博
也
、
則
物
之
所
以

卓
乎
出
群
而
特
以
久
名
於
世
者
、
皆
得
之
自
然
、
回
非
人
偶
容
於
其
問
、

宣
唯
物
如
是
、
人
亦
有
駕
、
今
太
尉
回
日
原
公
、
樫
仕
四
朝
、
夷
険
一
節
、

及
登
庸
於
賞
閣
、
薦
進
賢
能
、
銭
安
宗
社
、
年
来
七
十
、
上
輩
乞
退
獲
遂

懸
車
之
抽
旬
、
襲
於
崇
之
館
之
南
断
峯
之
頂
、
愛
一
佳
樹
、
作
堂
其
側
、
輿

首
世
士
大
夫
年
高
而
徳
部
者
八
人
、
遊
息
於
其
中
、
日
以
琴
碁
詩
酒
属
娯
、

凡
要
約

一
一
依
温
公
虞
率
曾
古
事
、
時
有
翠
士
張
公
白
抜
、
調
座
賓
日
、
昔

韓
退
之
自
恨
其
早
一
家
也
、
乃
云
尋
常
問
不
分
人
顔
色
、
老
社
亦
有
看
花
如

縞
霧
之
嘆
、
而
我
公
紫
臨
欲
方
、
嫡
嫡
如
電
、
賞
遥
山
今
於
雲
霞
欽
散
之
表
、

如
指
諸
掌
、

琵
以
触
文
明
題
其
梼
鷲
、
人
皆
以
馬
破
的
、
未
幾
、
公
之
弟
大

師
公
、
亦
解
鈎
衡
、
以
従
方
外
之
遊
、
毎
宴
飲
、
子
姪
皆
好
金
抱
紫
、
趨

定
於
堂
下
、
望
之
如
鰭
鳳
接
迎
、
椿
模
交
陰
、
四
子
之
在
姑
射
、
五
老
之

遊
沿
河
、
質
非
世
人
所
得
視
也
、
愛
命
蓋
工
、
製
局
海
東
脅
老
圏
、
刻
石

以
侍
於
世
、
雌
在
越
荒
高
里
幽
隠
決
奥
者
、
一
見
其
蓋
、
爽
気
襲
人
、
夫

留
侯
栴
漢
傑
也
、
悼
三
寸
舌
取
高
戸
侯
、
白
知
布
衣
之
極
、
欲
従
赤
松
子

遊
、
覚
不
得
践
言
、
謝
安
江
左
名
臣
也
、
挫
秦
兵
於
一
局
、
安
音
作
於
泰

山
、
俄
白
鶏
入
夢
、
不
復
尋
東
山
賞
月
之
遊
、
今
我
公
立
庁
饗
理
之
功
既

如
彼
、
自
首
林
泉
之
柴
又
如
此
、
員
所
謂
雨
得
市
有
之
、
古
今
所
竿
也
、

議
其
仙
風
道
骨
、
自
天
而
生
、
顔
色
如
嬰
児
、
語
音
振
金
石
、
尚
無

一
竜

衰
懲
之
策
、
外
物
莫
得
以
擁
其
員
、
則
毒
回
無
涯
、
而
其
視
蒼
海
桑
田
、

猶
朝
暮
也
可
知
突
、
荘
周
有
云
不
刻
意
高
高
、
非
導
引
而
串
一持者
、
寅
謂
此

也
、
駕
得
知
具
臼
不
瓢
然
出
六
合
絶
浮
塵
、
輿
金
童
玉
女
、
遊
於
間
風
玄

盟
之
上
、
而
騎
鶴
還
郷
、
奉
子
謝
世
人
邪
、
撲
嘗
能
履
而
進
、
受
一
篇
之

議
一
田
、
謹
局
之
記
、

（
日
）
「
洞
庭
秋
月
図
」
、
一
五
世
紀
後
半
、
紙
本
墨
画
、
一

O
九
・
七
×
一
二
一
ニ
・

六
セ
ン
チ
、
高
野
家
旧
蔵

そ
の
他
に
も
例
え
ば
広
島
・
大
願
寺
蔵
「
濡
湘
八
景
図
」
等
が
あ
る
。

（
加
）
朝
鮮
に
お
け
る
茶
は
、
七
世
紀
初
の
新
羅
善
徳
女
王
の
代
に
中
国
の
唐

か
ら
伝
来
し
た
。
そ
の
後
、
九
世
紀
初
の
新
羅
興
徳
王
の
時
代
に
は
、
大

廉
和
尚
が
智
巽
山
の
麓
に
茶
畑
を
作
っ
て
王
宮
と
寺
院
を
中
心
に
行
茶
の
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風
習
が
広
ま
っ

た
と
い
う
。
記
録
に
よ
る
と
元
暁
大
師
や
儒
学
者
の
崖
致

速
も
茶
を
噌
ん
だ
と
あ
る
。
高
麗
時
代
に
は
宮
中
に
「
茶
房
」
と
い
う
役

所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
李
朝
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
外
国
使
節
の
接
待

の
際
に
は
相
変
わ
ら
ず
茶
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
。
「韓
日
交
流
二
千
年
」
、

悦
話
堂
、

一
九
八
四
年

（幻）

松
下
降
輩
、
「周
文
と
朝
鮮
絵
画
l
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
形
成
の

一
過
程

i
h

「水
墨
美
術
大
系
、
第
六
巻
、

如
拙
・
周
文
・
三
阿
弥
」
、
講
談
社
、
一
九

七
八
年

（
幻
）
私
は
朝
鮮
側
に
お
け
る
詩
画
軌
的
な
も
の
の
存
在
の
可
能
性
に
つ
い
て

の
考
察
を
試
み
た
が
、
本
論
で
は
紙
面
上
等
の
制
約
に
よ
り
図
式
を
示
す

に
と
ど
め
る
。

（
幻
）
そ
の
他
に
、
中
宗
三
十
七
年
（
一

五
回
二
）
頃
の

「蓮
携
同
年

一
時
曹

司
契
会
図
」
（
筆
者
不
詳
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵
）
、

宣
祖
二
十
四
年

（
一
五
九
二

作
「
駒
馬
契
会
図
」
（
筆
者
不
詳
、
個
人
蔵
）
、
十
六
世
紀

頃
の
「
契
会
図
」
（
筆
者
不
詳
、
薮
本
荘
五
郎
蔵
）
や
、
ま
た
契
会
図
と
し

て
惟
定
さ
れ
て
い
る
大
和
文
筆
館
蔵
「山
水
図
」

（十
六

1
十
七
世
紀
、
王

文
辿
賛
）
等
が
あ
る
。
ま
た

「契
会
」
に
付
け
て
詠
ん
だ
詩
等
が
文
献
上

に
お
い
て
も
散
見
す
る
。
例
え
ば
、

「窪
尚
書
命
柴
府
送
嘗
老
会
情
歌
」
（
作

者
不
詳
、

「
東
文
選
」巻
之
十
三
）
、
「
次
李
密
直
撃
士
宴
詩
」
（
趨
筒
、
「東

文
選
い
巻
之
十
四
）、
「
賀
李
中
福
貞
幹
年
七
十
寿
九
十
慈
親
」（
傑
倍
、
吋
東

文
選
」巻
之
十
七
）
、
「
賀
李
中
植
年
七
十
寿
九
十
慈
親
（
黄
銭
、
「東
文
選
い

巻
之
十
七
）
、
「
碧
松
瓦
J

槻
飲
」
（
機
採
、
吋
東
文
選
」
巻
之
十
七
）
等
で
あ

λ

刷。

（
付
記
）
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
指
導
教
官
で
あ
る
真
保
有
J

先
生
か
ら

多
大
な
御
指
導
を
賜
っ
た
。

ま
た
賛
文
の
書
体
に
つ
い
て
は
、
東
京
国
立
博
物

館
の
松
原
茂
先
生
か
ら
、
本
図
の
賛
文
お
よ
び
款
記
は
同
筆
で
あ
ろ
う
と
の
御

教
示
を
賜
っ
た
。
印
文
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
先
生

方
の
ご
好
意
に
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。
な
お
筆
者
は

「詩
画

軸
の
研
究
」
で
、
鹿
島
美
術
財
団
よ
り
助
成
（
平
成
三
年
度
）
を
受
け
た
。
本

稿
は
そ
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

図
版
典
拠

図
l
、
4
、
7
：
「会
商
」
安
輝
溶
編
著
、
警
耕
産
薬
社
、

一
九
八
九
年

図
2
、
3
、
5
、
8
・：
「
水
墨
美
術
体
系
第
六
巻
、
如
拙
・
同
文
・
一
ニ
阿
弥
」

講
談
社
、
一

九
七
八
年

図
6
、
9
・：「
韓
国
の
美
口
、

山
水
画

（上
）」
安
輝
溶
責
任
監
修
、

中
央
日
報

社
、
一
九
八

O
年

図
叩
：
・
「韓
国
の
美
川
口
、
風
俗
画
」
安
輝
溶
責
任
監
修
、
中
央
日
報
社
、

八
五
年

九

り

う
お
ん
ひ
え
）




